
町の人　口
（41．4月禾現在）

人　口　31，520
男　15，675
女　15，845

世帯数　7，215
前月との比較

人ロー151櫨博＋5

6月3占（1966）

細Ｎｏ．225嶋

毎月1回各家庭に配布

－役場への電話

火災のときはご遠慮を
町内に火災が発生した場合、役場当直者は、火災に対し

嶺の▼緊急連絡などの勤務についております．
甘のため外部からの偲帯には応答ができません。また電

喀萄料魚連絡に使用しております。火災時には一般から間
ど、いっさいしないようにお願いします

梶集人　広報網輿委員会（企画室内）　印刷所　冷牟田印刷合資会社　懲話（代表）㊥0536発行所．椙周・県遠賀郡水巻町役場　発行人　西尾　葡

家
庭
の
固
家
族
そ
ろ
っ
た
平
和
な
固

「
お
と
う
さ
ん
と
遊
べ
る
き
ょ
う
は
家
庭
の
臼
」

福
岡
県
背
少
年
問
題
協
議
会
が
募
集
し
て
い
た
「
家
庭
の
臼
」
の
櫻
紺
、

ポ
ス
タ
ー
の
入
選
作
晶
が
決
定
し
ま
し
た
。

象
も
な
入
選
標
括
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
の
邦

う
れ
し
い
な
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
か
て
い
の
日

野
や
山
に
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
家
席
の
日

中
学
生
の
部

健
康
な
わ
が
家
の
笑
い
家
庭
の
日

無
事
と
書
く
故
郷
へ
の
便
り
家
庭
の
臼

．
一
般
の
郎

子
供
の
夢
を
明
る
く
伸
ば
す
家
庭
の
日

と
ど
も
を
す
こ
や
か
に
育
て
る
も
と

は
、
家
庭
に
あ
る
七
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
の
多
く
の
家
慶

は
、
い
ろ
い
ろ
な
社
会
か
ら
の
影
響
な

ど
で
、
家
虞
と
し
て
の
す
が
た
が
思
う

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
月
一
回
準
二
日
曜
日
を

「
家
庭
の
日
」
と
し
て
、
こ
の
日
を
家

族
み
ん
な
で
健
康
な
明
る
い
一
日
を
す

ご
し
、
青
少
年
を
育
て
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
家
庭
を
つ
く
る
て
か
か
り
に
し
よ

う
と
す
る
運
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
家
魔
の
日
に
は
、
町
で
も
行
事
な

ど
は
行
な
い
ま
せ
ん
。
六
月
庸
十
九
日

か
家
庭
の
日
。
家
族
み
ん
な
か
家
庭

で
、
一
家
だ
ん
ら
ん
の
楽
し
い
一
日
を

す
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
家
族
み
ん
な
が
、
あ
た
た
か
い
愛
情

に
結
ば
れ
た
、
な
ど
や
か
な
ふ
ん
い

き
を
つ
く
り
ま
し
せ
つ
。

⑳
こ
ど
も
た
ち
0
、
よ
い
括
し
相
手
に

な
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

内
閣
で
は
「
二
土
世
紀
の
日
本
」
と
肝
す
る
論
文
・

創
作
・
音
楽
右
募
集
し
て
い
ま
す
。

世
界
と
田
本
に
つ
い
て
二
±
世
紀
を
展
醤
し
、
総
合

的
、
科
学
的
な
歪
複
を
固
く
こ
と
な
し
に
、
日
本
の
新

ら
し
い
投
計
図
は
生
ま
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
た
め
、

新
ら
し
い
柑
短
へ
の
希
盤
と
夢
を
託
し
た
、
人
類
の
寅
の

退
歩
と
閥
和
を
希
求
す
る
若
々
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
が
望
ま
れ

る
の
で
す
。
こ
の
趣
意
で
明
治
百
年
を
記
念
し
二
椴
か

．

ら
広
く
作
品
を
募

③
凹
百
字
結
原
稿
用
紙
百
枚
程
度
。

⑦
商
等
学
校
の
郎
も
一
般
に
準
ず
る
。

▼
創
作
．

①
二
±
世
紀
の
日
本
嘉
す
る
小
説
（
戯
曲
を
含

む
）
で
作
品
の
形
式
は
、
普
通
の
小
説
、
科
学
小
税
、

伝
紀
小
説
等
い
っ
さ
い
問
わ
な
い
。

③
個
人
ｌ
、
共
同
に
よ
る
作
品
。

．
①
四
百
字
緒
原
稿
用
紙
三
百
五
十
枚
か
ら
五
雷
種
度

築
す
る
も
の
で

す
。募

集
要
悌

あ
な
た
が
つ
く
る
「
2
1
世
紀
の
白
本
」

論
文
・
創
作
・
音
楽
を
募
集

▼
音
楽

①
管
弦
楽
曲
と

し
、
演
奏
所
要

時
間
は
三
十
分

▼
輪
女

①
作
品
の
テ
ー
マ
は
自
由
。
日
本
が
ど
の
よ
う
に
高
度

の
科
学
技
術
を
も
つ
よ
う
に
な
る
か
、
そ
れ
を
可
能
と

す
る
経
済
的
条
件
は
何
か
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
文
化

的
遺
産
、
社
会
的
制
度
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
べ
き
か

な
ど
。

①
個
人
ま
た
は
共
同
に
よ
る
作
品
。

程
度
。

▼
表
彰
・

論
文
　
最
優
秀
賞
　
百
万
円
　
優
秀
賞
　
二
土
刀
円

創
作
　
最
優
秀
賞
　
五
百
万
円
　
優
秀
賞
　
百
万
円

音
盤
　
頗
優
秀
賞
　
二
百
万
円
優
秀
賞
五
十
万
円

▼
送
付
先
　
東
京
都
千
代
田
区
三
年
町
五
内
閣
官
房
内

▼
締
切
期
日

「
二
十
一
世
紀
の
ｌ
日
本
」
係
あ
て

昭
和
四
十
二
年
一
月
三
十
一
日
。

す
二
歳
り
調
べ
な
ど
公
務
且
の
偵

暴
、
公
害
に
よ
る
生
活
の
脅
威
も
入
植

侵
害
で
す
。

入
植
擁
護
丞
鼻
は
、
こ
の
よ
う
な
人

権
侵
害
が
起
ら
な
い
よ
う
に
監
視
し
、

も
し
人
権
が
侵
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ

の
救
済
の
た
め
に
適
切
な
処
置
を
と
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
は
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す

し
、
関
係
人
の
秘
密
を
守
り
、
公
平
な

立
場
で
問
題
の
解
決
に
努
め
ま
す
。

人
権
が
侵
さ
れ
た
と
き
は
、
あ
き
ら

め
た
り
、
恐
れ
た
り
し
な
い
で
入
梅
擁

護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

水
巻
町
に
は
、
つ
ぎ
の
方
か
法
務
大

臣
か
ら
人
栂
擁
護
委
員
古
壷
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。

机
・
塞
井
貫
嵐
氏

苦
甲
山
準
、
エ
氏

あ
な
た
を
守
る
　
ｌ

「
人
権
擁
護
委
員
」

六
月
首
は
、
人
権
擁
壌
曹
最
が

制
定
さ
れ
て
十
七
周
年
に
当
り
ま
す
。

人
槻
擁
聾
葺
と
は
、
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
。
私
連
の
生
活
と
ど
う
い
う

つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
達
は
人
間
と
し
て
生
を
る
た
め
に

「
生
命
と
自
由
と
率
欄
追
求
の
権
利
」

－
人
櫓
－
壱
生
れ
な
が
ら
に
し
て
も
っ

て
い
ま
す
∵

商・業統計調蚕
全商店に捷出の漉精

月
施

七
実

蓉
た
る
七
月

に
は
会
国
の
商

店
、
商
社
を
対

象
と
し
た
第
八

回
目
の
画
策
統

ｌ
計
調
査
が
爽
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
桐
査

は
、
綿
軒
桧
に

基
ず
く
国
の
渡

要
な
指
定
統
計

の
一
つ
で
、
わ

が
国
の
蜜
に

つ
い
て
そ
の
構

造
と
清
動
の
実

態
を
明
ら
か
に

い
て
紀
人
の
う
え
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
∵

こ
の
咽
糞
は
、
金
岡
す
べ
て
の
商

店
、
商
社
は
禍
蓑
出
の
線
番
か
あ

り
、
ま
た
柵
査
翠
に
記
入
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
は
厳
書
に
秘
密
が
守
ら
れ
、

礪
要
点
郡
外
の
目
的
に
使
用
す
る

こ
と
、
つ
ま
り
徴
税
そ
の
他
個
々
の
商

店
、
蘭
杜
の
利
害
に
轟
関
係
の
あ
る

よ
う
な
こ
と
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
瀧

料
に
よ
り
固
く
雑
ぜ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

撒
満
潮
禦
摘
踊

．
，
．
＿

共
統
計
表
と
し
て
公
表
さ
れ
ま
す
が
、
、

こ
れ
ま
で
の
開
査
相
異
は
、
中
央
、
地

方
の
商
董
玩
上
の
葦
な
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

一
般
の
宴
関
係
の
方
々
に
息
呈
上

の
柑
針
と
し
て
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

撮
董
東
経
税
の
輩

家

Ｊ

を

新

築

し

た

と

き

嘩
地
カ
ど
の
生
前
贈
与

⑧
贈
与
税
の
納
期
限
延
長

こ
と
し
四
月
首
以
降
に
農
地
な
ど

の
生
前
贈
与
を
け
た
者
は
、
不
動
塵

取
租
税
の
申
骨
を
す
る
と
き
（
不
動
魂

姦
婦
し
た
日
か
ら
一
カ
月
以
内
叫
に

四
月
首
か
ら
瀾
窟
腰
の
改
定
に
住
若
輩
し
た
場
合
、
そ
の
取
得
納
期
限
葺
の
涛
岩
鼻
し
て
く

の
び
の
び
と
し
た
菅
も
み
の
な
い
生

活
が
で
昏
る
平
和
な
社
会
は
、
み
ん
な

の
努
力
で
つ
く
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
先
ず
お

互
に
人
権
を
尊
宜
し
、
守
り
あ
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
実
際
に
は
自
分
勝
手
な
人

や
無
理
解
な
人
が
い
て
、
暴
力
等
に

よ
っ
て
個
人
と
し
て
の
自
由
を
輝
？
た

り
、
営
業
防
雪
私
生
活
の
受
格
、
名

義
損
、
差
別
待
遇
、
人
身
書
の

人
権
便
串
が
発
鐘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
師
の
体
罰
や
警
官
の
ゆ
き

たばこは町内で
買いましょう．

たば．こからの税金は大切な町ゐ
収入です

あなたが吸う一本のたばこが学
校を道路をつくります。

礪
裏
を
記
入
捜
出
し
て
、
協
力
し
て

佃
査
の
楷
弟
は
、
昭
和
四
十
一
年
商
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
で
の
期
間
延
長

土
地
を
取
得
し
た
者
が
、
そ
の
土
地

巡
回
　
行
政
相
談

し
、
商
護
興
施
策
の
立
案
、
推
進
の

基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら
二
年
ど
と
に

実
施
さ
れ
て
卓
た
い
わ
ば
商
議
に
つ
い

て
の
国
恵
研
蜜
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

す
。潤

萱
は
、
頭
か
ら
県
、
町
に
委
託
実

鮮
翫
冊
齢
錯
雑
摘

役
所
へ
の
苦
情
、
不
満
を
聞
尊

．
あ
っ
せ
ん
．
解
決
す
る
「
巡
回
行
政

相
椒
」
が
聞
役
さ
れ
ま
す
。

相
談
に
は
、
九
州
蟹
区
行
政
鞍
察
昂

職
員
が
あ
た
り
、
個
人
の
秘
密
も
守
ら

れ
ま
す
。

て
開
牧
口
　
六
月
七
日
（
火
曜
日
）

こ
、
時
　
間
　
十
時
～
土
ハ
時

三
、
場
所
青
田
の
一
公
民
館

①
テ
キ
パ
キ
と
処
理
し
て
も
ら
い
た

ヽ

一

〇

′
∨

⑧
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
タ
ラ
イ
媚
し
さ

れ
、
一
向
に
か
允
が
つ
か
な
い
。

⑨
救
済
し
て
も
ら
う
方
怯
か
な
い
も
の

ゝ

　

　

　

0

カ．；

①
ど
う
豆
等
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
。

⑧
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
芋
管
し

た
ら
こ
と
わ
ら
れ
た
。

商
店
、
商
社
に
綱
要
薗
付
し
、
各
甲
出
席
者
九
州
富
整
数
居
嗜
員
①
窓
口
取
扱
架
親
切
で
こ
凍
る
・

商
店
、
商
社
は
所
定
の
閥
査
事
項
に
つ
　
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

気
趣
に
ｒ
轟
鷹
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ

ヽ

一

ｅ

1
．
Ｖ

こ
れ
ま
で
も
相
談
音
し
出
た
こ
と

に
よ
っ
て

⑬
不
露
な
連
絡
工
事
に
よ
る
迷
感
が

改
良
工
事
で
解
消
し
た
。

◎
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
の
親
密
頗
償

．
嘗
こ
と
か
よ
く
わ
か
っ
た
、

◎
遅
れ
て
い
た
遺
族
年
金
の
裁
定
が
テ

ヰ
パ
キ
と
か
た
づ
い
た
。

⑳
面
倒
な
農
地
問
題
や
公
共
用
地
買
収

補
償
間
超
が
解
決
し
た
。

こ
の
外
、
恩
給
、
年
金
、
生
活
保
護
、

社
会
保
険
、
労
災
、
衛
生
、
登
記
な
ど

の
苦
情
で
解
決
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く

し
た
土
地
に
課
さ
れ
る
不
動
産
取
得
税

の
柑
額
は
、
そ
の
税
額
に
百
五
十
万
円

に
三
パ
ー
セ
ン
ト
轟
じ
た
樹
が
減
額

さ
れ
卓
。
こ
の
場
合
、
土
地
を
取
得

し
た
日
か
ら
〓
年
以
内
に
住
宅
を
新

築
」
と
い
う
条
件
か
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
条
件
が
「
二
年
以
内
」
に
改
正
さ

れ
壊
し
た
。

だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
い
ろ
い
ろ
な

轟
件
は
あ
り
尊
か
、
条
件
が
冊
た
さ

れ
る
と
、
贈
与
者
（
被
相
続
人
）
か
披

贈
与
者
（
相
続
人
）
の
死
亡
の
臼
ま
で

納
期
限
か
延
長
さ
れ
、
死
亡
の
事
実
に

よ
っ
て
望
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
財
務
専
務
所
か

後
場
閥
査
係
へ
。

税
金
に
不
満
が
あ
る
と
き

ー
不
服
申
し
立
て
制
度
－

税
務
鴇
で
は
、
納
税
者
か
ふ
鵡
出
さ
切
で
な
い
と
卓
は
都
下
な
ど
の
処
分
有

れ
た
申
骨
欝
に
つ
い
て
慨
容
轟
査
す
る
婆
首
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

し
、
適
当
で
な
い
と
撒
め
た
と
さ
ば
東
馨
の
処
分
に
対
し
て
不
服
の
あ
る

正
を
し
ま
す
。
ま
た
、
納
税
者
か
ら
の
人
は
、
そ
の
処
分
の
取
消
し
や
癖
貫
を

い
ろ
い
ろ
な
甲
情
な
ど
に
つ
い
て
、
適
柵
求
す
る
こ
と
が
で
ま
す
。

∴・‥＿＿　＿＿．．．．‥．．胤．＿　　＿　こ　＿…＿、．－．　、

恥

もしあなたが

税務署の洞窟で

更正、快包容を受けて

．
税
金
の
不
和
笛
立
て
に
は
、
泉
塙
印

し
立
て
と
審
轟
求
か
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
宴
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

戦判斯

叔柊の救済

中段になって

います

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
不
満
、
背
信
を
お
あ
り
ま
せ
ん
。

処
分
の
通
知
を
受
け
た
臼
か
ら
一
か

月
以
内

決
定
の
通
知
簿
た
日
の
翌
日
か

ら
一
か
月
以
内

国
税
局
長
の
勧
決
の
あ
っ
た
こ
患

知
っ
た
日
か
ら
三
か
月
以
内

け
い
．
ｒ
－
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次
代
を
に
な
っ
宵
少
年
の
健
全
育
成

を
は
か
る
た
め
、
香
道
を
通
じ
て
、
よ

り
よ
い
人
間
の
形
成
と
向
上
に
責
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
青
少
年
補

導
育
成
連
絡
協
醇
会
・
町
公
民
館
主

催
、
夕
刊
フ
ク
ｌ
享
新
聞
社
・
町
宵
年

団
体
協
譲
会
繍
握
で
第
五
回
町
宵
少
年

壁
曾
天
会
が
五
月
二
十
二
日
、
頃
末
小

学
校
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
に
は
、
有
青
海
翠
先
生
（
東
筑

高
）
と
石
橋
貴
職
町
教
育
長
が
あ
た
り

つ
ぎ
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

天
　
賞

小
一
年
　
後
藤
直
樹
（
鯉
口
区
）

松
本
捨
生
（
商
松
区
）
　
小
二
年

小
原
和
美
（
梅
の
木
）
　
山
口
真
疎

（
高
松
区
）
　
小
三
年
浜
田
良
子

（
古
賀
区
）
　
山
上
敏
（
片
山
区
）

小
四
年
　
竹
内
松
美
（
上
二
）
　
原

田
千
鶴
子
（
猪
聖
　
小
五
年
松

岡
美
智
子
（
古
賀
区
）
・
山
内
み
ち

子
（
下
二
町
住
）
　
小
六
年
坂
脛

中
一
年
　
田
代
桂
子
（
机
社
宅
）

中
二
年
　
木
村
武
志
（
三
ツ
頭
）

中
三
年
　
中
村
串
代
（
古
賀
区
）

人
　
質

小
石
城
轟
彦
（
頃
末
）
　
後
藤
刷

月
齢
離
離
＝
〕

ピ
ッ
、
ピ
ッ
・
ピ
イ
ー
。
「
そ
れ
そ
◎
小
供
を
遅
れ
て
い
る
と
軌
は
、
右
手

由
美
（
上
二
町
住
）
　
勝
原
智
子
…
れ
・
そ
ん
な
と
び
出
し
方
を
す
る
と
命

（
上
ニ
）
　
青
田
寅
男
（
高
松
区
）

小
二
年
米
沢
和
事
（
片
山
区
）
　
棺

…
幣
く
つ
あ
っ
て
も
た
ら
な
い
よ
」
・

岬

「
そ
う
そ
う
、
左
右
を
よ
く
見
て

団
体
の
那

優
　
勝
　
高
松
区
公
民
館

準
優
勝
　
古
賀
区
公
民
館
・
∵

三
　
位
　
頃
未
公
居
館
‥

四
　
位
梅
の
木
区
公
民
願

五
　
位
　
片
山
区
公
民
館
．

次
　
点
　
鯉
口
区
公
民
館

ク
　
三
ツ
顔
区
公
民
館

桂
子
（
樋
口
）
　
船
津
美
江
子
（
上
守
口
区
）
　
小
三
年
、
佐
藤
人
代
子
…
憎
鯨
え
て
、
五
月
二
十
九
日
、
水
甲
◎
歩
行
者
優
先
を
は
昏
適
え
、
交
鳶
点

内
其
奈
美
（
上
二
町
住
）
　
上
原
開
溝
手
嵩
く
あ
げ
、
急
い
で
渡
る
」

彦
（
宮
の
這
　
井
口
く
み
こ
（
鯉
胴
　
ま
す
ま
す
亀
び
し
さ
を
増
す
交
通
串

で
小
供
の
嘉
漕
、
か
な
ら
ず
右

側
通
行
を
∵
ガ
　
　
．

◎
道
路
轟
嘗
色
は
左
右
を
よ

く
見
て
、
嘉
く
あ
げ
急
い
で
渡

り
ま
し
ょ
う
。

筆
法
も
点
て
恩
い
会
っ
て
宙
藩
、
し

か
も
よ
く
壊
と
ま
っ
て
い
る
。
「
自
」

が
よ
く
て
な
れ
て
い
な
い
。

小
五
年
三
宅
久
美
子
（
三
ツ
頭
）

綿
常
に
力
が
あ
り
、
配
字
∵
迫
力
も
　
ふ
っ
く
ら
た
、
し
か
も
力
が
内
包
さ

良
い
。
「
い
」
の
終
敏
が
重
い
の
が
気
れ
て
い
て
良
い
。
渡
悪
蘭
の
馨
に

二
）
　
申
一
年
神
田
敬
治
（
七

二
）
ｈ
申
二
年
大
坪
保
博
（
高
松

区
）
　
中
三
年
　
長
尾
伸
葬
下
ニ
）

地
　
班

小
一
年
大
底
順
子
（
古
賀
区
）

大
庭
裕
志
（
官
の
下
）
　
竹
口
智
子

（
梅
の
木
）
　
小
二
年
北
条
路
子

（
高
松
区
）
　
尾
崎
正
勝
（
壷
区
）

牛
尾
琢
司
（
下
二
町
住
）
　
小
三
年

城
達
也
（
頓
末
）
　
野
路
背
昭
（
梅

の
木
）
　
高
木
衆
（
上
二
町
住
）

小
四
年
　
柵
原
蹄
明
（
新
生
街
）

柴
田
節
子
（
青
田
Ｄ
　
佐
聯
正
俊

（
古
賀
区
）
　
小
五
年
額
純
子

（
壷
区
）
　
田
代
拓
（
机
拙
宅
）

．
窺
首
崖
（
下
二
町
億
）
　
小
六
年

欄
八
宜
昭
代
（
樋
巳
　
奥
歯
予

・
ｈ
机
社
宅
）
淋
田
敏
江
（
三
ツ
渕
）

（
頓
末
）
　
施
井
浩
子
（
埴
釆
）

神
代
優
子
（
机
杜
血
彰
　
小
五
年

楠
本
美
千
代
蔑
臥
）
嗜
正

憲
（
頃
宋
）
　
太
坪
常
子
（
商
松

区
）
　
二
杉
山
俊
孝
（
宵
組
下
）
㌧
心

六
年
憲
二
古
軋
区
「
山
下

友
恵
（
三
ツ
哲
　
夫
貝
桂
子
（
潜

鵬
）
広
田
由
典
子
（
古
賀
区
Ｙ
申

一
年
　
憶
広
真
由
美
（
上
二
町
住
）

補
木
八
千
代
（
薗
松
区
）
　
申
二
年

都
筑
美
津
代
（
立
屋
敷
）
　
武
尾
友

子
（
頃
宋
）
　
申
三
年
　
有
田
八
環

予
（
栂
の
木
）
　
津
聞
戴
弓
（
立
腰

敷
）

し
く
説
明
さ
れ
、
無
意
紬
に
行
な
っ

握
る
交
通
法
遺
尿
を
相
通
さ
れ
る
と

．
歩
行
者
患
簑
し
潔
く
て
は
や
と
、

（
春
区
）
？
．
横
山
恵
子
（
高
松
…
グ
ラ
ン
ド
で
交
豊
麗
が
開
か
れ
ま
し

区
）
．
宮
原
淳
子
へ
悪
区
）
勝
酬
た
。
・
強

情
み
ゆ
き
常
田
三
）
　
小
四
年
州
や
患
車
、
バ
イ
ク
、
自
動
車
を
使
っ

贋
つ
や
子
（
三
ツ
頭
）
　
有
宮
輯
敏
咽
て
、
艮
い
こ
と
悪
い
こ
と
を
実
地
に
く

な
ど
を
ゆ
っ
く
り
渡
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

ぬ
憂
麓
点
の
近
く
で
、
立
ち
停
ら
ぬ
よ

う
に
。
渡
る
の
か
準
ｂ
ぬ
の
か
分
ら

ず
自
動
車
が
困
り
ま
す
。

6月12日体育大今へ参加をク
バレー・卓球・剣道・柔道

町
教
書
苦
茶
と

体
育
協
会
で
は
、
住

民
の
体
位
向
上
と
健

康
で
明
朗
な
社
会
の

碑
役
者
的
と
し
、

国
民
体
博
デ
ー
（
六

月
十
二
日
）
に
バ
レ

㌧
・
卓
球
、
柔
適
、

剣
道
の
各
競
技
大
会

を
開
催
し
、
町
民
の

方
多
数
の
参
加
を
望

ん
で
い
ま
す
。

実
施
要
領

期
日
は
い
づ
れ

曳
ハ
月
十
二
日

ｌ
、
バ
レ
ー
大
会

時
間
　
九
時
三
十
分

会
場
　
日
子
健
康
保
険
組
合
バ
レ

ー
コ
ー
ト
（
中
央
病
院
暫

桐
成
一
チ
ー
ム
十
二
名

対
象
　
地
区
公
民
館
、
学
校
、
職

域
単
位
。
（
公
民
館
単
位

チ
ー
ム
で
戸
数
の
少
な
い

地
区
は
数
地
区
合
同
で
も

よ
い
）

二
、
卓
球
大
会
、

時
間
　
九
時
三
十
分

会
場
　
水
巻
中
学
校
体
育
館

痢
成
　
団
体
五
人
一
組

個
人
自
由
参
加

種
別
一
般
の
部
中
学
生
の
郎

・

ｉ

＿

1

三
、
桑
適
大
会

時
間
　
十
三
時

会
場
　
水
盤
蘭
中
学
校
体
育
鱒

種
別
蓋
体
。
中
学

個
人
。
高
校
生
個
人
。
一

般
個
人
。

四
、
剣
道
大
会

時
間
　
十
三
時
．

会
場
猪
熊
八
重
観
望
．

稗
別
小
学
校
個
人
。
中
学
校
団

俸
ｍ
蒜
垂
個
人
。
帯
校
錠

個
人
。
一
般
個
人
。
．

五
、
申
し
込
み

敬
慕
風
金
串
欝
へ
六

月
十
一
日
ま
で
。

（
賓
堅
ハ
九
⊥
〕
四
〇
三
）

選
者
評

ｌ
審
査
は
、
形
、
捜
巧
の
み
に
と

ら
わ
れ
ず
、
作
品
に
内
包
さ
れ
た
純

粋
性
を
都
塵
し
な
が
ら
選
考
し
ま
し

◎
浅
草
、
か
な
の
網
和
体
で
鴻
字
が

固
く
感
じ
ら
れ
、
線
の
ね
机
が
来

熟
で
し
た
。

◎
形
だ
け
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
る
傾
向

「
上
す
な
お
に
力
強
く
㌣
指
摘

た
∵

線
も
練
れ
て
お
り
、
か
事
各
も
良

い
。
緯
脈
に
意
薯
そ
ぐ
と
、
も
っ
と

艮
く
な
る
。

小
三
年
大
鹿
　
玲
子
（
宵
の
下
）

会
体
の
作
　
∵
．
7
．
．
車
、

晶
に
つ
い
て
感
じ
た
七
と
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
こ
と
で
す
バ
⑳
姪
輝
に
重

さ
が
感
じ
ら
れ
、
賃
に
と
ぼ
し
い

の
が
目
立
つ
た
。

．
－
ノ
一
ｌ
当
　
ｌ
　
が
、
す
な
お

に
宙
く
よ
う
に
。

◎
形
や
技
法
が
良
く
て
も
、
そ
の
綿

質
に
強
書
か
な
け
れ
ば
折
見
る
庵

の
が
な
い
も
の
で
す
。

牽
鴇
は
非
常
に
よ
い
が
「
遺
」
に
難

点
が
み
ら
れ
、
愚
教
が
多
い
た
め
、
経

常
の
力
を
阻
軍
し
て
い
る
の
が
瑚
念
。

申
三
年
梯
王
　
良
子
（
頃
木
）

歩
行
者
の
方
軸

◎
こ
ど
も
の
自
転
車
は
か
ら

だ
に
食
っ
た
も
の
を
。

◎
自
転
車
も
車
輌
な
の
で

す
。
曲
る
と
き
は
、
方
向

と
に
よ
ぺ
気

町内での異動届は1

14日　以内に

蒜
の
閉
山
に
仲
な

っ
て
、
社
宅
の
異
動
や

退
職
者
ｌ
の
方
が
蓼
を
建

て
て
の
梅
暦
が
増
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
略

歴
届
け
を
し
な
い
方
が

多
く
、
役
脇
か
ら
の
通

知
確
や
郵
便
物
な
ど
不

明
と
な
る
も
の
が
多
く

出
て
い
ま
す
。

蚊
を
退
治
し
よ
う

日
本
脳
炎
な
ど
の
予
防
に

町
内
で
の
住
居
の
異
動
も
、
異
動
を

し
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
届
け
出
る

こ
と
に
な
っ
て
い
虻
す
。

厚
さ
れ
た
方
は
、
つ
官
の
も
の
を

も
っ
て
役
場
に
届
け
出
ら
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ト
印
紐

2
米
緻
通
帳

3
．
国
民
年
金
手
帳
（
加
入
者
の
み
）

4
周
属
健
康
保
険
被
保
険
者
旺
（
加

入
者
の
み
）

※
新
旧
席
の
肇
確
施
し
て

き
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
呈
脳
炎
の
番
地
が
や
っ
て

轟
ま
し
た
。

田
本
脳
炎
患
者
は
、
県
内
で
隠
和
三

十
年
に
二
百
四
十
名
、
．
竺
十
怨
に
百

八
十
四
名
、
昨
年
は
百
闊
土
ハ
名
も
出

て
お
り
、
そ
の
う
ち
四
割
以
上
が
死
亡

し
て
い
ま
す
。

こ
の
病
気
は
、
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス

を
つ
た
「
ｎ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
」
に
梯

介
さ
れ
、
有
甲
ご
ろ
か
ら
涜
督
し
ま

す
。
従
来
は
、
亡
者
革
考
査
夢
い

病
気
で
し
た
が
、
塁
で
は
脅
年
、
申

年
に
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

．
予
防
の
第
一
は
、
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
。
つ
ぎ
に
痢
気
を
媒
介
す
る
コ

が
タ
ア
カ
イ
エ
カ
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と

で
す
。
と
く
に
豚
食
に
発
生
す
る
コ
ガ

タ
ア
カ
イ
エ
カ
の
駆
除
が
大
切
で
す
。

住
宅
地
の
下
警
た
な
い
水
た

ま
り
に
は
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
、
マ
ラ

リ
ア
を
媒
介
す
る
シ
ナ
ハ
マ
ダ
ラ
カ
が

興
銀
し
ま
す
。
蚊
が
曹
る
肺
小
嵐
、

水
た
ま
り
、
属
内
な
ど
に
は
、
よ
く
鞭

親
書
専
退
治
し
ま
し
ょ
う
。

町
で
轟
あ
っ
せ
ん
し
て
い

ま
す
の
で
、
ど
入
用
の
方
は
役
場
衛
生

係
へ
申
し
出
て
ぐ
だ
さ
い
。
駆
除
牡
も

ビ
指
導
し
ま
す
。

Ｖ
Ｐ
（
フ
マ
キ
ラ
ー
代
用
）

十
八
リ
ル
ト
ル
　
千
八
百
円

Ｖ
Ｐ
ガ
ン
マ
ー

十
八
リ
ッ
ト
ル
　
二
千
円

ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
乳
剤

こ
リ
ッ
ト
ル
　
千
円

養
憾
業
者
に
殺
虫
剤

豚
舎
用
に
無
料
で

禁
装
着
に
対
し
て
、
豚
舎
の
蚊
を

駆
除
す
る
た
め
の
殺
虫
剤
が
鰯
料
で
配

付
さ
れ
ま
す
。

養
腰
細
食
に
加
入
し
な
い
で
腰
を
飼

っ
て
い
る
方
は
、
柑
崩
衛
比
布
へ
蓮

申
し
込
ん
廿
ぐ
だ
さ
い
。

田
本
脳
肇
防
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
豚

・
食
の
蚊
の
駆
除
を
／

電
気
工
事
士
賦
験

黒
内
、
恩
側
配
線
工
蹄
の
作
巣
は
、

電
気
工
串
士
で
な
け
れ
ば
で
含
ま
せ

ん
。
そ
の
罠
福
の
た
め
の
拭
験
か

珊
噌
腑
の
み
の
世
帯
も
該
当

牛
乳

妊
塵
肺
の
栄
養
と
健
空
腹
ち
、
胎

児
と
乳
児
の
発
博
嵐
遍
け
る
た
め
に
、

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
税
憶
帯
と
、

町
県
民
税
放
線
税
付
帯
に
牛
乳
が
無
料

で
配
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
六
月
か
ら
町

県
民
載
が
均
等
劇
（
年
間
三
百
円
）
の

み
爪
、
席
も
対
象
に
な
ｌ
り
ま
し
た
。

の
無
料
支
給

料
象
世
帯
の
妊
産
婦
に
は
妊
娠
五
カ

月
筒
か
ら
山
鹿
後
三
カ
月
ま
で
、
乳
幼

児
に
は
聴
音
れ
た
月
の
翌
月
か
ら
九
カ

月
間
支
給
さ
れ
ま
す
．

按
当
世
帯
は
、
役
場
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

づ
ぎ
の
若
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

▽
筆
記
拭
験
＝
七
月
二
十
四
日
。
福
間

工
費
枚
。
忠
欄
工
善
根
。

▽
技
能
註
聯
Ｈ
Ｈ
九
月
二
十
五
日
。
福
間

工
典
高
校
。

▽
彗
苗
簡
Ⅱ
ハ
月
十
五
日
か
旦
ハ
月

三
十
円
ま
で
。

▽

帝

Ｈ

車

両

▽
菌
込
稗
Ｈ
欄
間
強
瀾
工
水
凍
耶
闇
工

啓
示

▽
そ
の
僻
地
出
癖
類
、
願
暦
と
く

わ
し
い
こ
と
は
、
牧
童
牌
へ
。
・

軸
削
間
宮
さ
ん
に

滞
載
贋
療
制
度

軒
足
れ
曹
㌧
小
児
マ
ヒ
、
ｌ
こ
ん
な

お
こ
さ
ん
賢
め
に
「
爾
成
匠
腰
と

い
う
潮
慢
が
鵡
塙
の
ヤ
紹
介
ｌ
・
ｌ
凄
し
ょ

廿
。か

ら
だ
に
牌
宙
の
凝
る
十
八
嘉

の
児
求
は
、
寮
拓
だ
よ
り
、
公

費
で
爛
陳
に
入
軌
し
て
治
婆
逼
啓
る

こ
と
が
で
豊
ｌ
罵
雪

手
管
は
、
近
く
の
保
健
所
に
相
談

さ
れ
る
と
、
い
っ
さ
い
お
し
え
て
く
れ

ま
す
。た

だ
し
、
育
成
医
療
は
短
期
間
の
入

院
義
と
す
る
楊
命
の
み
で
、
脳
性

小
児
で
ヒ
や
皆
濃
紺
肺
炎
な
轟

聞
治
帝
姦
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

児
霊
に
は
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。と

れ
ら
の
細
蟻
に
つ
い
て
は
、
保
健

所
、
補
祉
啓
務
所
、
児
童
相
談
所
の
ど

こ
で
も
ｌ
受
け
、
い
ろ
い
ろ
で
指
導
し
ま

す・㌃－

ｔｅｔ　－　．　－　　．ｔ　一一　　一　　ｔ　ヽ．．　ｔ　　　＝　　一　一一　ｔ
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